
 

  

 
  

 

令和元年 7 月 

同窓会事務局 

 

＜昭和２６年４月 1日＞ 

  寺井野町立寺井中学校、吉田村立吉田中学校、粟生

村立粟生中学校、久常村立久常中学校を廃し、石川県

能美郡寺井野町外三ヶ村組合立寺井中学校を設置し、

寺井、吉田、粟生、久常各小学校に教場を設ける。 

＜昭和２６年５月＞ 

  校章制定、応募作品中より藤原海雄教諭案が入選、

本校校章とされた。 

＜昭和２６年１１月１日＞ 

  寺井野町字１７０番地に新校舎並びに体育館落成の

ため、寺井教場をここに移転する。 

＜昭和２６年１１月３日＞ 

  開校記念式を挙行する。 

＜昭和２７年３月＞ 

  金大助教授川口久雄先生に作詞、社会教育主事大原

善衛先生に作曲を依頼した校歌が制定された。 

＜昭和２７年４月１日＞ 

  ４教場生徒を寺井小学校校舎に、寺井小学校児童を

寺井教場に移転する。ここに、名実共に組合立寺井中

学校の発足を見る。 

                （学校沿革史より） 

この校章は、 

４つのペン先 

で形作られ、 

寺井・粟生・久常・吉田・の

４中学校が一体となったこ

とを表現しています。 

 

 

 

 

 

 

 その当時、現在の寺井中

学校の地には、寺井小学校

があり、その中に中学校の

寺井教場が併設されていま

した。 

 新しい校舎・体育館が、

現在の寺井小学校の地に建

てられましたが、寺井野町

立３小学校（寺井・長野・

湯野）の統合校舎として使

われることになり（結果と

して３校統合はされず）、４

つの教場に分かれていた中

学生は、寺井小学校の校舎

に集められました。 

 

 

 

 

 

創立１年目・・・ 

私たちの母校である寺井中学校

が、来年度創立７０周年を迎えるこ

とになりました。昭和２６年４月１

日に開校し、これまでに１４,０００

名近くの卒業生を輩出しています。 

このたよりでは、創立時のことを

中心に７０年間の寺井中学校の歩み

を、簡単に紹介したいと思います。 

しばらくの間、中学時代やふるさ

と寺井のことを思い出し、懐かしん

でいただければ幸いです。 

 

運動場より見た旧校舎 

校舎の向こうには、『益明の松』が見えます。  

 

〔旧の校舎と体育館の全景〕  

現在の校舎や体育館とほぼ同じ位置に建っ

ていました。 

〔南正門と生徒玄関〕 

 南正門の位置は、現在の校門辺り

です。 

寺井中学校 

同窓会だより  

 

〔職員玄関〕 

 前庭に面した校舎の中央

にあり、職員玄関を入って

左側に進むと職員室があり

ました。 
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生徒数 

卒業生数 

〔Ｓ30年度〕 

  生徒数849名 

  (歴代最多) 
〔Ｓ37年度〕 卒業生283名(歴代最多) 

 １学級46・47名で６学級ありました。 

〔Ｈ28年度〕 生徒数649名 

 南加賀（加賀市、小松市、能美市、川北   

 町）の中学校で最多 
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〔寺井第２体育館（旧寺井区体育館）〕 

 以前は、ここにプールがありました。 

〔テニスコートとハンドボールコート〕 

運動場からテニス・ハンドボールコートを撮った写真

です。テニス・ハンドボールコートと運動場の間は遊

歩道で、かつては能美電が走っていました。 

〔校門から見た校舎〕 

 Ｈ字形の造りになっています。 

〔運動場から見た校舎〕 右端が体育館、その

隣に寺井保育園がありましたが、４年前に移

転し、現在は寺井中の駐車場になっています。 

〔Ｒ元年度〕 

 生徒数 595名 

 学級数 18 
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地域の自然（白山、日本海、能美平野、手取川）や歴史・文化（和田山古墳

群、九谷焼）が歌い込まれています。 

ご存じのように、校歌の１～３番のくくりの言葉である「和して学ばむ」「汗

して生きむ」「創造の力みがかむ」は寺井中学校の校訓です。中学生だけでなく、

私たちにも、多くのことを示唆する言葉です。 

 

生徒数・卒業生数の推移と主なできごと 


